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今月のおもな記事

。助役・教育長きまる…（2)

。郡民体育大会成制…・・・（4)

。大連撃讃款が

放送されます・・・・・・（5)

。夏の交通安全運動…・ぃ（6)

。循潔穂健康診断から…19)

。9月の健康相談・……・IIゆ
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必
然
島
一
Z

金

箔

極

彩

色

の

会公

歌
道
の
上
達
を
願
っ
て
車
中
納
さ
れ
た
絵
応
だ
ろ
う

か
泊
町
、
脇
子
八
幡
宮
に
六
歌
仙
図
の
絵
叫
が
あ
る

し
ん
ど
う
る
い
じ
申
d

よ

か

げ

車

「
神
道
類
凝
紗
」
に

「
一－一十
六
歌
仙
な
ど
懸
絵
と

い
う
べ
し
」
と
あ
り
、
昔
は
歌
仙
図
を
絵
馬
と
呼
ば

ず
懸
絵
と
い
っ
て
い
た
が
現
今
は
す
べ
て
絵
町
内
と
い

っ
て
い
る
。

ζ

の
絵
馬
は
縦

一
O
六
号
、
横
一
八
二
吟
の
板
に

純
金
の
金
活
を
強
り
、
そ
の
上
に
極
彩
色
に
描
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
六
歌
仙
と
は
平
安
時
代
に
有
名
な

ぞ
う
じ
よ
う
へ
ん
じ
よ
う

歌
人
を
三
十
六
人
選
ん
だ
中
か
ら
特
に
伯
正
過
照

あ

η
わ
ら
の
な
り
ひ
ら
ぷ
ん
や
の
や
す
ひ
で

B
ぜ
ん
ほ
う
t

お
お
と
も

在
原
業
平
、
文

庫…
康
秀
、
宮
・
撰
法
師
、

大
伴

の
く
ろ
向
し

慰
問
主
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

絵
馬
の
作
者
は
好
月
堂
龍
渓
、
寛
政
四
年
（
一
七

九
二
年
〉
の
函
で
あ
る
。
車
中
納
者
は
当
時
の
泊
町
の

町
人
を
代
表
す
る
人
々
、
玉
屋
仁
右
エ
門
、
加
藤
屋

仁
兵
衛
、
同
一
臣
醤
歳
、
佐
野
田
開
伊
四
郎
、
松
田
屋
源

ぬ
し
ゃ

八
、
草
野
屋
彦
右
衛
門
、
塗
削
屋
久
三
郎
、
能
登
屋

宗
三
郎
で
あ
る
。

朝
日
町
の
絵
馬
の
う
ち
約
二
百
年
前
の
在
年
銘
の

絵
馬
で
あ
り
、
も
っ
と
も
古
い
物
に
屈
し
怠
納
者
の

氏
名
と
共
に
資
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

泊
・
脇
子
八
幡
宮Ya 

唱

l
n
O
Q
d
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助

~~ 

t又

教
育
長

寺
崎
実
氏

水
島
保
氏

6
月
定
例
議
会
の
教
育
祭
員
選
任
の
同
意
案
件
と
、
7
月
9
自
の
朝
日
町
臨

時
議
会
に
助
位
の
同
意
案
件
が
提
出
さ
れ
、
教
育
委
員
に
水
鳥
保
氏
、
助
役
に

寺
崎
実
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、

7
月
3
日
に
聞
か
れ
た
朝
日
町
教
育
委
員
会
で
水
島
保
氏
が
教
育
長

に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
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~~ 
朝

日

町

助

役

寺

崎

笑

（
臼
歳
）

問
和
2
年
1
月
お
日
生

朝
日
町
泊
7
6
5養
地

八
略

歴

V

岐
良
県
各
務
原
陸
軍
授
術
員

養
成
所
3
年
卒
業

日
山
警
察
署
捜
査
第
一
課
長

大
沢
野
管
察
署
長

交
通
部
交
通
指
導
課
長

刑
事
部
防
犯
課
長

富
山
県
箸
察
本
部
書
備
部
長

山
山
県
欝
察
本
部
交
通
部
長

朝
日
町
教
育
長

一－

水

島

保

（

臼

歳

）

大
正
4
年
間
月
お
日
生

富
山
市
磯
部
町
2
丁
目
4
の
日

八

略

歴
V

富
山
県
削
範
学
校
本
制
第
一
部
5
年
卒
業

一

富
山
市
姻
川
小
学
校
長

富
山
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

富
山
市
教
育
委
員
会
参
事

富
山
市
教
育
次
長

富
山
市
教
育
セ
ン
タ
ー
次
長

第
十
六
回

青
年
議
会
開
か
れ
る

議

長

大

沢

清

彦

君

副
議
長

白

井

勝

君

第
日
回
朝
包
町
青
年
議
会
は
去
る
6
月

刊
日
告
示
6
月
却
日
選
挙
の
結
果
旧
名
の

当
選
が
決
ま
り
、

7
月
お
日
午
後
8
時
よ

り
町
議
会
議
場
お
い
て
組
織
議
会
を
聞
き

ま
し
た
。

（国民年金）9月の支給額は

旧年金額× 1．新年金額× 2
一一一一一 一12 I 12 
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となります。

国
民
年
金
の
拠

出
制
「
老
令
・
障

害

・
母
子
・
準
僚

子
・
遺
児

・
寡
婦

」
な
ど
の
年
金
額

が、

7
月
分
か
ら

増
額
に
な
り
ま
し

た。
ζ

れ
は
、
昭
和

日
年
度
の
物
価
上

昇
に
よ
る
目
減
り

を
補
う
も
の
で
、

前
年
度
に
比
べ
て

ur増
額
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
の
9
月

の
支
払
い
は
、

6

月
7
月
8
月
の
3

カ
月
分
が
支
払
わ

組
織
議
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
小
川
遅
合
ドリ
作
川
長
の
持
卵
、

中
川
町
長
、
県
青
作
団
協
議
会
長
か
ら
の

倣
励
が
あ
り
ま
し
た。

組
織
議
会
で
は
、
由
井
勝
む
（
大
）
を

似
議
長
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、
議
長
に
、

大
沢
清
彦
（
五）

、
副
議
長
に
凶
井
勝
君

（
大
）
を
選
出
し
、
会
期
を
7
川
お
日
か

ら
け
月
お
日
ま
で
の
別
日
間
と
決
定
し
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
各
常
任
委
員
の
選
任
、

お
よ
び
正
副
委
員
長
の
互
巡
が
行
わ
れ
ま

し
た
。乙
の
後
、
中
川
町
長
か
ら

「
附
和
日
作

度
施
政
方
針
演
説
」
が
あ
り
、
乙
れ
を
一

れ
ま
す
が
、

6
月
分
は
旧
年
金
額
で
、

7

月
8
月
分
は
新
年
金
額
で
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
受
給
年
金
額
は
、
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。

福
祉
年
金
を

受
け
と
っ
た
ら

証
書
は
郵
便
局
窓
口
へ

8
パ
日
日
か
ら
、
領
祉
年
金
の
8
け
支

弘
期
（
4
月
分
か
ら
7
円
分
ま
で
の
4
カ

月
分
）
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

8
月

の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
年
金
証
書

を
郵
便
局
の
窓
口
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

（
役
場
か
ら
各
郵
便
局
へ
祇
川
の
回
収
を

噌

l
n
ヨハ
U

店
議
題
と
し
て
各
委
い
民
会
に
付
託
す
る
こ

と
で
制
抗
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

’斤
，q白
員
会
別
議
員
名

（②
は
委
凸
長

C
は
副
委
員
長
）

(2) 

総
務
教
育
委
員
盆

＠
門
口
光
夫

（大）

（い
長
仲
介
早
川
｛
笹
〉

折
作
安
博
（
笹
）

wm義
景
一
（
宮
）

呼
出
縫
子
（
的
）
西
出
智
浩
（
五
）

大
沢
潟
彦
（
五
〉

環
境
厚
生
委
員
会

＠
箪
野
伸
幸
（
泊
）

O
長
井
静
乃
（
笹
）

竹
内
勝
政
（
笹
）
長
弁
努
ぷ
（
笹
）

水
島
清
一
（
悦
）
追
分
敏
之
（
五
）

産
集
建
股
委
員
会

＠
古
市
直
制
（
山
）

O
取
引
越
律
子
（
大
）

川
合
純
次
（
雨
）
堀
地
英
明
（
南
）

秋
山
正
美
（
山
）
白
井

勝

（大）

お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。
）

銀
出
さ
れ
た
証
書
は
8
月
分
か
ら
翌
年

の
7
月
分
ま
で
の
1
カ
年
川
の
支
払
い
金

額
を
記
入
し
て
再
び
皆
厳
に
お
返
し
い
た

し
ま
す
。

役
場
で
は
、
引
き
続
き
刊
金
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
万
に
つ
い
て
は
、
業
省
で

年
金
証
書
お
返
し
の
案
内
を
い
た
し
ま
す

ト件
余
証
訟
の
提
出
が
あ

η
ま
せ
ん
と
、

つ
ぎ
の
け
川
川
円
の
支
払
H
に
、
作
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

8
月

の
作
命
受
給
を
早
め
に
す
ま
せ
て
、

年
金

証山門川
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

作
金
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
地
区
国
民
年
金
委
員
さ
ん

に
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
余
係
（
帽
。

3

1
1
0
0内
線

主
）
魚
津
社
会
保
険
事
問
問

（
雪
3
7
6

5

hm

1

4
5
4
）
で
す
。



新

有

権

者

感

想

文

募

集

昭和5.年 8 月 I0日
月刊 〈毎月 I0自発 行〉

新
し
く
成
人
式
を
迎
え
た
人
や
迎
え
る

人
を
対
象
に
、
新
有
権
者
の
感
担
文
tT

次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

l

応
募
内
容
と
係
樹

新
有
権
者
と
し
て
の
感
緩
や
選
挙
を
経

験
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
地
万
自
治
や
国

政
へ
の
鯵
加
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
。

練
題
は
、
そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の。

第 28 8号

字

数

2
千
字
以
内

（4
目
字
詰
以
稿
川
紙
5

枚
以
内
）

3

応
募
資
格

昭
和
制
年
l
月
l
U
か
ら
附
和
め
午
ロ

2 

ひさ

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

火

災

予

防

…あ

ζ

れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が、

台
風
通
過
時
に
は
北
陸
地
方
特
有
の

フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
空
気
が
乾
燥
し
て

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
大
火
に
な
り
や
す

い
気
象
条
件
と
忽
り
ま
す
の
で
充
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

台
風
が
近
づ
い
た
ら
ラ
J
J

オ、

テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
被
害

が
飯
小
限
で
止
ま
る
よ
う
次
の
事
項
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。
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ωた
き
火
等
は
水
を
か
け
て
完
全
に
消
火

す
る
ζ
と。

ω屋
外
で
タ
バ
コ
を
股
わ
な
い
こ
と
。

ω食
事
の
準
備
は
恩
U
に
行
い
、

台
風
通

過
時
に
は
火
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

用
計

U
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た
も
の
。

4

・紙
切
期
凶

川

4

・HH必守
e

に

n
U
3
3
l
，
』
」

仙
川
手
小
氏
J
h川
L
U

’F今
Jaι

5

促
山
先

朝
日
町
選
挙
仰
い
理
委
員
会
ま
た
は
・
福
山

県
選
挙
管
理
奈
白
会

日

入
選
苅
表

悶
利
目
年

1
H
初
旬

7

賞
俊広乃
作
品
に
は
、
自
治
大
．
位
、
（
財
）
明

る
い
選
挙
舷
進
協
会
長
、
富
山
県
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
の
筒
状
を
授
与
し
、
副

白
色官
滑
る。

八
木
流
川
へ
錦
鯉
の
放
流
ソ

朝
日
町
錦
鯉
愛
好
会

抑制愛好会〈氷野隆会長｝は清流

の願いをとめ鯉の住むきれいな河川

を保つ姪議思想の高婦と環境保企を

縫進しようと東下町と僑同町の聞に

流れる水流川に錦鯉とその推魚約千

四百匹を放流しました。

ず 町
に県
納 民 八

めま 税 会’ 

し（ 月
よ第 の
2ニ 税
期 金
~ v 
忘れ

警

察

官

B
募

集

婦
人
警
察
官

〈
資
絡
V
一
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
除
短

B
一
大
）
の
卒
業
者
を
除
く
者
で
、

明

容
4
日
1
日
現
在
で
同
歳
以
上
制

緩
米
満
の
切
子

雌
宵
学
歴
不
問
、
明
野
4
月
l
円
岡
崎
伝

ω
で
ゆ
館
以
上
お
銭
釆
備
の
女
チ

八
受
付
V

M
利

M
年
9
月
i
白
か
ら

9
月
泊
臼
ま
で

八
第
一

次
試
験
V

昭
和
制
年
目
月

n
u
〈臼）

富
山
芝
圏
中
学
校

八
問
い
合
せ
先
V

入
善
嘗
察
署

〈
舎
0
7
6
5
HH花
H
I

l
l
O
）
ま
た
は
、
朝
日
派
出
所
（
含

3
H10
4
3
0）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ

、。
一
親
と
子
で

…

や
ろ
う

一

鉄
線
を
つ
か
つ
て
の
逆
上
が
り
が
苦

…
手
だ
と
い
う
子
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

一

と
乙
ろ
が
大
人
で
も
な
か
な
か
で
き

一
ま
せ
ん
。

一

そ
ζ

で
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
親
と

一
子
で
逆
上
が
り
を
練
習
し
て
み
ま
し
ょ

一
－っ
。

一

5
日
で
逆
上
が
り
が
で
き
る
方
法
が

一
あ
り
ま
す
。

…

鉄
線
の
錨
震
が
な
い
家
で
は
、

山町、iiiCil:an 

．ぶやき
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ぷパAさむ三~.·－＇~~：pt
一二·1.~ヘゾJ・fマ~ －1..~ ブ’ クパ了l i~ ：・日欧ご

・t：，ょっとした心づかいも刊のうも 月~込＝－－；－：：：：：！） － ・''・ uい乏しょう。

タ

ン

ス
の
適
当
な
引
き
出
し
に
俸
（
モ
7

プ

一

の
柄
で
も
よ
い
）
を
か
ま
せ
、
片
方
は

一

父
親
が
肩
に
か
つ
ぎ
ま
す。

一

そ
し
て
け
り
上
げ
る
佐
世
に
座
ぷ
と

一

ん
を
数
絞
っ
み
軍
ね
ま
す
。

一

こ
れ
だ
け
の
用
意
が
で
き
た
ら
、
子

一

ど
も
に
は
簸
初
、
ふ
と
ん
の
上
に
起
を

…

の
せ
て
お
い
て
か
ら
け
り
上
げ
ざ
せ
ま

一

す。

一

翌
日
は
、
座
ぶ
と
ん
を

一
校
撮
ら
す

一

よ
う
に
し
て
い
け
ば、

5
臼
ぐ
ら
い
で

一

で
き
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

一

練
習
中
の
父
親
な
り
母
親
の
励
ま
し

一

乙
れ
が
子
ど
も
に
は
、
何
よ
り
も
効
果

一

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一

(3) 
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母
子
等
世
帯
の

医
療
費
を

助
成
し
ま
す

対
象
と
な
る
の
は
、
町
民
税
均
等
割
課

税
以
下
の
満
1
歳
か
ら
同
歳
未
満
の
児
童

を
扶
獲
す
る
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
本
人
負
担
額
の
3
分
の
つ
』
を
助
成
し

ま
す
。①配
偶
者
と
死
別
し
た
者
で
あ
っ
て
、

現
に
Mm姻
を
し
て
い
な
い
者

①
雌
離
婚
し
て
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い

者
①
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
お

＠
配
偶
者
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
者

①
配
偶
者
が
海
外
に
あ
る
た
め
扶
養
を

受
け
る
ζ
と
が
で
き
な
い
者

①
配
偶
者
が
精
神
ま
た
は
身
体
の
障
害

に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ

て
労
働
能
力

を
失
っ
て
い
る
者

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
衡
祉
係
（
雪

3
M
1
1
0
0内
線
お
）
ま
で

第 28 8号ひさ…あ報ー
昭和32事 8月 8自 けー’g 3・・6便・m可 ． μλ 

一
昭
和
五
十
五
年

歌
会
始
の
詠
進
歌

詠
進
要
領
き
ま
る

間
和
白
年
の
歌
会
始
の
お
題
は
、

「
桜
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
要
領
に
つ
い
て
、
く
わ
し
い

こ
と
は
役
場
総
務
課
へ
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

「リ
ー
ダ
ー
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
」

ー
町
青
年
学
級

指
導
者
研
修
会

i

7
月
日
目
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
映
凶
「

あ
な
た
も
リ
l

〆
l
に」

を
鑑
賞
し
、
指

導
者
と
は
何
か
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

つ
ウ
い
て
、

「
青
山・
学
級

（教
室
）
運

営
の
問
題
点
と
、
そ
の
改
訟
策
」
を
研
修

テ
l

y
に
し
て
、

班
別
研
修
で
出
し
合
っ

た
問
題
点
を
、
さ
ら
に
全
体
研
修
で
3
つ

の
問
題
点
に
し
ぼ
り
、
「
，て
の
改
善
策
」

に
つ
い
て
研
修
協
議
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
研
修
会
の
特
色
は
、
各
学
級
の

切
実
な
問
題
点
を
出
し
合
っ
た
の
と
、
講

川
の
扇
谷
逸
郎
先
生

（魚
津
教
育
事
務
所

社
教
主
事
）
の
明
松
山晴男
持
別
立
と
九
ス

学
官
方
式
の
係
議
庁
、
、
二
ク
ス
さ
れ
、
活

発
で
意
欲
的
な
研
修
協
議
か
行
わ
れ
た
。

寸ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

一

「
｜
ス
ポ
ー
ツ
大
会

f
一

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
l

8
月
初
日
（
月
）

8
月
引
日
（
火
）

と
ζ

ろ
朝
日
町
民
総
合
体
育
館

大
会
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
の
2

種
目
を
ダ
ブ
ル
ス
で
行
い
ま
す
。
親
子
で

夫
婦
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

。
申
込
先

・
朝
日
町
教
書
円
安
員
会

〈
舎

2
f
1
1
0
4）

．
朝
日
町
民
総
合
体
育
館

〈
含

3
H
1
8
3
8〉

と

き

第
お
回
下
新
川
郡
民

体
育
大
会

6
月
M
日

・
羽
田

7
e
回一

n
4・ロ
H

・qd
同
H

八
朝
日
町
関
係
の
成
績
V

野
球。
一

一般
①
宮
崎
体
協

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A
V

一
般
男
①
山
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
変
球

会

A
V
中
学
女
①
小
川
中

卓
球〈V
一
般
男
①
岡
崎
正
和

。
一
般
女
①
上
島
恵
子
＠
安
逮
勝
美

バ
レ
l
J小
l

y

〈V
一
般
男
①
朝
日
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

。
壮
年
男
①
朝
日
町

〈V
婦

人

①
泊
婦
人
ク
ラ
ブ

①
青
葉
ク
ラ
ブ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

。
一
般
男
①
泊
ク
ラ
ブ

。
一
般
女
①
泊
ク
ラ
ブ

〈
〉
中
学
男
①
泊
中

A
V
中
学
女
①
泊
中

サ
ァ

カ

1

0
一
般
男
①
白
馬
ク
ラ
ブ

①
大
家
庄
O
B

O
中
学
努
①
泊
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。
成
年
男
復
①
大
村
常
態

・
梅
沢
義
弘

①
績
山
三
明

・
安
達
竹
則

。
成
年
男
単
①
梅
沢
義
弘
①
大
村
常
雄

。
壮
年
男
複
①
竹
中
千
虎
・
本
村
朝
男

。
婦
人
複
①
金
沢
澄
子
・
日
本
節
子

A
V
中
学
女
複
①
舘
五
十
美
・
近
江
徳
子

。
中
学
団
体
①
泊
中

庭
琢〈V
一
般
男
①
草
野
久
間
①
松
下
宏

一

軟
式
庭
球

。
鍛
女
〈復）

~ ~ 
E藤 川
広好
子校

米板
沢本
悦富
子子

剣
道。
中
学
男
①
仙
名
文
簿
（
小
川
〉

。
中
学
男
団
体
①
小
川
中

A
V
中
学
女
①
柚
木
恒
子
（
泊
〉

①
大
久
保
朝
子
（
泊
）

。
中
学
女
団
体
①
泊
中

体
操〈V
男
子
総
合
①
大
井
尚
英
（
泊
）

。
男
子
団
体
①
泊
中

〈V
女
子
総
合
①
大
野
弘
子

〈V
女
子
団
体
①
泊
中

陸
上
競
授

〈V
中
学
男

マ
3
千
M
①
谷
川
洋
彦
（
泊
）

マ
百
M
H
①
水
野
事
（
小
川
）

マ
8
百

M
①
河
端
貴
之
（
小
川
）

。
中
学
女
子

V
百
ば
①
中
烏
理
恵
子
〈
泊
）

①
川
上
晶
子
（
小
川
）

マ
4
百
釘
リ
レ
1
①
泊
中

ゾ

m
M
H①
高
島
晴
美
（
小
川
）

マ
砲
丸
投
①
広
川
机
美
子

〈
小
川
）

〈V
一
般
男

V
破
丸
投
①
村

上

彰

水
泳。
中
学
男

マ
百
M
自
由
形
①
川
原
光
雄
〈
小
川
）

①
佐
渡
鹿
児
（
泊
）

マ
2
百
M
平
泳
①
組
内
毅
〈
泊
）

①
弁
口
得
雄
（
泊
）

①
小
椋
克
彦
（
泊
〉

マ
4
百
M
リ
ν
1
①
小
川
中

①

泊

中

マ
4
百
計
自
由
形
①
小
称
先
義
（
泊
）

マ
男
子
団
体
①
泊
中

〈V
中
学
女

マ
百
日
自
由
形
①
水
野
智
佐
子
（
小

①
松
原
裕
恵
〈
小
川
）

マ
百
ば
平
泳
①
長
崎
保
寿
（
小
川
）

マ
百
M
背
泳
①
長
崎
保
寿
（
小
川
）

マ
女
子
団
体
①
小
川
中

。
一
般
男

マ
百
M
自
由
形
①
谷
裕
之

①
谷

栄

一

①
中

島

繁

①

本

田

笑

(4) 

一v
百
計
平
泳

F
V
百
M
背
泳
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対
郡
和
総
h
w

「
大
蓮
華
讃
歌
」

ー

l
l
N
H
K
テ
レ
ピ

’g 2 8 8号

一
昨
午
、
大
蓮
華
保
勝
会
が
創
立
回
周

年
を
記
念
し
て
、
朝
日
岳
の
歌
を
、

町
在

住
の
歌
人
、

間
部
普
治
氏
に
依
頼
し
、
大

連
盟
申
讃
歌
、

夕
日
が
原
慕
情
の
二
仰
が
で

き
あ
が
っ
た
が
、

山
は
全
国
か
ら
公
募
し

た
結
泉
、
埼
玉
県
在
住
の
教
員
、
土
出
明

人
氏
の
曲
が
採
用
さ
れ
た
。

保
脂
肪
会
で
は
ζ
れ
ら
を
朝
日
目
の
欽
と

し
て
制
定
し
、
そ
の
後
幽
僚
会
あ
る
毎
に
こ

の
歌
の
普
及
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
と
の

ほ
ど
、

ζ
の
大
理
窓
讃
歌
が
、
以
の
欣
、

山
の
欧
と
し
て
優
秀
な
淑
仰
で
あ
る
と
し

ひさ

み
ん
な
の
歌
に

l
l

て
N
H
K
の
自
に
と
ま
り
、
関
係
者
の
川

で
急
速
に
放
送
に
つ
い
て
の
取
り
き
め
が

行
わ
れ
、
去
る
8
川
1
日
か
ら
毎
週
3
阿

（
川
、
火
、
木
、
午
前
9
時
日
分
か
ら
と

午
後
5
時
日
分
か
ら
の
2
回〉

N
H
K総

合
テ
レ
ピ
、
み
ん
な
の
放
の
番
組
に
、

歌

手
細
川
た
か
し
さ
ん
の
歌
唱
で
全
国
に
成

映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

保
勝
会
で
は
、

ζ

の
好
櫨慣
を
利
用
し
て

大
辿
必
讃
放
が
、
山
の
歌
、
朝
日
町
の
シ

ン
ボ
ル
の
放
と
し
て
全
国
で
欣
わ
れ
る
よ

う
期
待
し
、
願
っ
て
い
ま
す
。

作
U

川
”
間
部
晦
日
治

－あ

－

ze
’

・

b
k

，

凶

Bm泊
町
e
れ
ば
湯
の
瀕
も
は
る
か
小
川
一応。渇
は

b
－
P
見・
λ
ぬ

1
・2
t
＝
！
”
な

P

櫨
叫
る
釣
惜
川
北
又
川
の
冊
中園閉
山む
品川の
um
み
せ
て

同 E・7.耐 伶:.i
J:. 酬 明 人 II•
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u
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t

i

d
H
ス
が
流
れ
る
渇
松
〈
μ

、・94
A
る
紙
応
の
純
子
迫
れ

ゐ

・
“
v

t

t

・

’

制
問

n－弘
山
ま
だ
か
と
見
上
げ
る
鰍
に
残
・
0
営
泌
が

g
に
働
み
る

お
に
臥
山
町
左
に
釦
蜘

リ
ン
ド
ウ
キ
ス
ガ
サ
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
朝
日
平
は
花
盛
り

－－e

’
げ

剣
・
立
山
・
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硲
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灯

油

等

の

違
法
貯
蔵
を

し
て
い
ま
せ
ん
か

昨
今
の
石
油
事
情
等
経
済
情
努
の
縫
移

に
伴
い
、
灯
油
等
の
危
険
物
を
違
法
に
貯

蔵
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
一
〈
け

δ
リ
ッ
ト
ル
、
灯
州

・

経
拙
五
O
O
リ
ッ
ト
ル

・
重
油
ニ
ハ

δ
o

リ
ッ
ト
グ
と
消
防
法
に
よ
り
指
定
数
量
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
定
数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
ま
た

は
取
り
扱
う
湯
合
は
許
可
を
受
け
た
施
設

で
な
け
れ
ば
貯
蔵

・
取
り
扱
い
は
で
き
ま

• 2 8 8号ひさ

ふ
る
さ
と
講
話
開
催

ふ
る
さ
と
は

遺
き
に
あ
り
て
思
う
も
の

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
教
養
綿
wm

の
一
環
と
し
て
、
本
年
か
ら
町
出
身
者
で

現
在
町
外
で
活
趨
中
の
方
々
に
お
願
い
し

ふ
る
さ
と
講
話
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
乙
と
し
は
第
l
回
目
と
し
て
次
の
要
領

で
聞
か
れ
ま
す
。

て
期
日

8
月
間
円
（
土）

午
後
l
時
釦
分

朝
日
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
大
国
〉

あ報広

二
、
会
場

•"'32草 8 月 8 日’g 3・鄭便物.町．
コ一
、
講
川

東
京
神
田
予
備
校

理
事
長
長
崎
真
寿
夫
氏

（
蛭
谷
出
分
〉

東
京
加
藤
ク
リ
1
一一
ン
グ

社
長

加

藤

与
来
氏

〈
宮
崎
出
身
〉

多
数
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

せ
ん
。
乙
れ
に
違
反
し
ま
す
と
消
防
法
に

よ
り
嗣
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
指
定
数
量
以

上
の
危
険
物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
給
油
取
扱
所
〈
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
）
の
日
曜
休
業
が
徹
底
さ
れ
る
に
伴
い

乗
用
車
両
に
お
い
て
も
予
備
燃
料
を
積
織

し
て
走
行
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
乗
用
車
両
に
限
つ
て
は
、

鋼
製
ド
ラ
ム
の
場
合
は
二
O
リ
ッ
ト
ル
ま

で
積
載
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
容
鰭
（
通
称
ポ
リ
容

穏
）
等
は
涼
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署
〈
3

H
0
0
0
9）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。

’つ

今
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

7
月
に
入
り
奥
山

な
ま
で
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

内
容
は
、
若
者
に
よ
る
無
免
許
、
暴
走
迎

転
、
レ
ジ
ャ
ー
の
無
謀
な
計
画
に
よ
る
過

労
運
転
や
歩
行
者
、
自
転
車
の
通
行
を
無

制
し
た
運
転
等
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
責
任

の
自
覚
に
欠
け
、
交
通
ル
ー
ル
の
無
視
が

目
江
っ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
か
ら
本
絡
的
な

夏
場
を
迎
え
、
さ
ら
に
多
発
が
憂
慮
さ
れ

ま
す
。
地
減
ぐ
る
み
と
家
族
ぐ
る
み
に
よ

る
交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

朝
日
町
作
次

民
J
h叶

．
 

内
《
パ
》

．
円
い

k
J
L
 
m減

発
ト 生
10 15 25件

数

死
者

〆・、
7 ・ト
J:1 1 
30 
日
現 ！ 嗣
g 14 17 31著

。

タ水
は
暮
ら
し
の

生
命
で
す
。

－

1
水
を
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
｜
｜

8
川
l
H
は
「
水
の
日
」
。

こ
の
日
か
ら

一
週
間
は
「
水
の
週
川
」

で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
水
使
用
料
は
、
生

活
用
水
、
I
業
用
水
を
中
心
に
作
々
鳩
え

続
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
増
＋
〈
す
る
水
需
要
を
ま
か
な
う
た

め
に
は
、
今
後
と
も
．タ
ム
に
よ
る
水
資
源

の
開
発
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

ク
ム
の
建
設
に

よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
水
没
地
域

や
そ
の
周
辺
の
人
々
の
理
解
と
協
hM
が．小

可
欠
で
す
。

同
時
に
、
〆
ム
の
h
q

思
担
。
を
受
け
る

下
流
の
人
々
の
、
上
流
の
水
痕
地
峨
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
が
必
要
で
し
ょ
う
の

多
く
の
人
々
の
力
、
多
額
の
資
合
、

R
e

い
歳
川
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
水
。

引
か
ら
、
豊
’
d
な
水
に
一
以
ま
れ
て
き
た

わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、
水
を
ム
〆
以
く

上
手
に
使
う
陥
水
の
符
思
l
l工
夫
砕
い
や

や
も
寸
る
と
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
は
「
水
は
限
り
あ
る
質
重
な

資
源
」
と
い
う
考
え
万
に
立
っ
て
、
い
ま

一
度
、
水
の
使
い
方
を
・
l
火
し
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
科
ら
し
に
一
日
た
り
と

も
欠
か
せ
な
い
水
。

｜
｜
大
川
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

節

の
水

.:, ~ I しひ
どま｜だね
む引 い2
； ~ I~刀
号証 111¥

E盟国
おパ
得ケ
ツ
洗
し1
ガ

四国

だ
め
す
す
ぎ
の

す
す
め

家
庭
で
使
う
水
の
中
で
、

一
番留守

い
の
は
洗
た
く
用
で
す
。
洗
た
く
も

す
す
ぎ
方
し
だ
い
で
水
の
使
用
電
が

ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、

工

夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
す
ぎ
の
時
間
や
同
数
に
も
よ
り

1
9
2
 

(6) 

エ
夫

の
一
）
約
五
リ
ッ

ト
ル
、
い
っ
ぱ
い
ひ

ね
る
と
約
二
十
五
リ
ッ
ト
ル
に
も
な

り
ま
す
。
そ
の
死
二
十
リ
ッ
ト
ル
ー
ー

の
節
水
は
、
あ
な
た
の
陀
い
万
し
だ
い

で
す
。
炊
事
な
ど
流
し
っ
ぱ
な
し
で

使
う
と
き
は
、
蛇
口
の
ひ
ね
り
異
人
H

を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

ト
リ
ッ
ト
ル
の
バ
ケ
ツ
な
ら
五
杯

も
あ
れ
ば
十
分
で
す
が
、

蛇
刊
を
巾
十

分
ひ
ね
っ
て
十
五
分
間
流
し
っ
ぱ
な

し
で
洗
っ
た
と
し
ま
す
と
、
約
－

一行

リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
で
す
。

一
週
間
に
．
度
、
月
四
同
洗
車
す

る
と
し
て
、
バ
ケ
ツ
洗
い
の
場
介
、

ホ
ー
ス
洗
い
に
比
べ
て
約
六
百
リ

ッ

ト
ル
の
節
水
に
な
り
ま
す
。

のてしま
偵のめ す
肘，，すが
量たす
はめ ：~－お
1’－すにお
分す比よ
でぎべそ
す。て
みの、流

ま Ji水し
すカ《をつ
の、た li'
水めな
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｜ っ南保地区農道第7・9号改良て事（町商 工事貧 3悶円 ． 
町 営 工 事 入 礼状況 保地内） 工期 7月23日～8月31日 ｜ 

一一 10 0万円以上一一

O減山線舗笈路府工事（宮崎地内）
工事費 293万円
工期 7月7日～8月31日
延長 660m
0町道笹川15号線広幅改良工・ド
工事費 324万円
工期 7月7日～8月15日
延長 56.Sm
O交通安全防護柵設置工事（泊地内外）
工事費 113方円
工期 7月7日～8月31日
延長 120.9m
0農村総合整備モデル事業
集落道l号改良工・J~ （金山地内）

i 工事費問円
工 期 7月7日～8月31日i延長 417.5机
0盤、 lllJ南保線舗裳路同工’J~ （越勉内）

｜ 工事費 108万円
工 期 7月7日～8月31白
l 延長 420mi O捌農道開業
。南保地区農道?,i15号改良工事（長野地

i内）
工事費 465万円i工期 7月20日月31日
延長 421.71凡
｜。南保地区脱抑号改良て事（高畠地
内）

｜ 工事質問円
工期 7月20日～8月3i日
｜ 延長問7悦

(7) 

工事費 156万円 延長 326.7m ; 
工期 7月20日～8月31日 。南保地区農道第13号舗装工事〈小更地 l
延長 317.5・m 内〉 i 
c南保地区農道第10号改良工事（越地内） 工事費 479万円 I 
工事費 180万円 工期 7月23日～8月31日 i 
工 期 7月20日～8月31日 延長 441.3m ! 
延長 419.2m O嚇精管理道開設工事〈笹川地内〉 I 
o泊中部保育所外11ケ所および付子資修 工事費 681万円 ！ 
結工事 工期 7月26日～11月10日 I 
工穆費 359万円 延 長 173m i 
工期 7月15日～8月31日 O林第三峰駐車易工事（笹川地内） I 
O都市計画街路泊～桜町線舗装工事（泊 工事費 690万円 i 
地内） 工期 7月26日～11月10日 ! 
工事費 650万円 面積 2.1s1m I 
工 期 7月23日～8月20日 O林傍総合案内施設新築工事（笹川地内〉 ！
延 長 302m 工事費 1.390万円 I 

o~ド補助農道整備事業 工期 7月26日～12月10日 ； 
。南保地区農道第1号舗袈工事（姪谷地 面積 91.2m I 
内〉 O病院医師．公舎修繕工事（泊地内） i 
工事費 362万円 工事費 434万円 ! 
工 期 7月23日～8月31日 工期 7月25日～8月31日 I 
延 長 355m O町立小学校修繕工事（南保小外） ！ 

c南保地区農道第2号舗装工事（高畠地 工事費 495万円 I 
内） 工期 7月25日～8月31日 ： 
工事費 443万円 「ー一一一一一一一一一一一一一.I 
工期 7月23日～8JJ31日 ！ 本町の人口 I i 

ιょ区：~弘 ・ 12号舗装工泰（高 ！ 男 9, 112 I l 
M・陸地内） I 女 10.235 I l 
工事費 283万円 i I I 
工期間3日～8H31日 ｜ 計 19, 347 i ! 
延長 243.Sm j 世帯数 4,983 l I 
o南保地区農道第11号舗装工事（町南保 ! I i i 54年8月 1日現在 ! I 
地内） L一一一一一一一一一一一一＿＿;I 
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新
着
図
書
案
内

日
朝
日
町
立
中
央
図
・
餓
H

一
一
般
国
・

す

ば

ら

し

い

世

界

国

際

情

報

社

世
界
の
野
性
動
物
十
巻
パ
シ
フ
イ
カ

線
価
は
こ
う
し
て
決
ま
る
奥
村
宏

登

山

用

具

百

斜

山

と

渓

谷

社

仏
事
の
し
き
た
り
仏
教
文
化
研
究
会

墓
地
え
ら
び
基
づ
く
り
仏
教
文
化
研
究
会

時
事
政
談
〈
四
人
組
）
の
大
放
談

細
川
隆
元
外
三
名

世
界
思
想
社
編

一ソ
イ
シ
ャ
ワ
ー

絵
本
の
時
代

ザ
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

さ

小
脱
水
中
花

四
季
奈
津
子

錦
が
丘
恋
敵

落
ち
こ
ぼ
れ
家
庭

二
万
時
間
の
男

鬼
の
太
鼓

上
下
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談ム行政相

時第2火曜日
午前10時～午後3時

渇所朝日町福祉センター

相談員川上療ー（雪3-0050)

相談ごとご案内

ぷ今:;1j;翠鰍寄付1ごゐtイト山町
'iii 

i~｝ 

Q逗

bそ 日

高西藤富五五
編村原島木木

衝
動
グ
l
ム

軽
弁
沢
夫
人

正
助
夫
婦

児
宣
書

ま
ん
が
伝
記
シ
リ
ー
ズ

こ
ど
も
の
工
作

な
ぜ
と
な
に
？
？
？

星
と
星
座
の
伝
説

の
り
も
の
絵
ど
う
わ

子
ど
も
の
文
学

笹
沢
左
保

嵯

峨

島

岡

山
手
樹
一
郎

28 12 5 23 13 11 
冊冊冊冊冊冊

朝
日
町
普
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
愈
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

昌寿審健’E寛
奥行繭夫之之

マ
宮
崎

荒
木
崎
正
ざ
ん
よ
り
1
万
円

マ
桜
町

V
と
く
名
さ
ん
よ
り
1
千
円

前
川
日
出
雄
さ
ん
よ
り
2
万
円

マ
富
山
県
移
動
商
業
組
合
よ
り
1
万
円

ム人権法律相談

時 8月21日＠
午後1時～午後4時

渇所朝日町福祉センター

相談員人権鎌護妥員

上田憲二（雪2-0127)
在団結芳（き2-2164)
小沢浩（雪3-3000)

日

巴t

. .< 

（
昭
和
U
何
年
7
月
白
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に
〈赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

境笹
川
宮
本
町

西
三
浦

西
三
浦

幸
町
幸
町
上
道
下

上
道
下

草
野
越高
畠
羽
人
殿
町

水

島

普

底

勝

田

栄

造

杉

本

正

美

大

森

丈

土

古

沢

等

草

野

久

間

島

輝

広

箔

超

重

栄

岩

村

常

夫

大
沢
寄
与
四

田

村

普

信

大

森

雅

昭

谷

明

初

問

和

則

u
v
J
m
h
φ
a
h
h
L
Z
省
汚
句
会
、
－
P

、
，J
J
e

ム心配ごと

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（舎3-0756)

相談

日

長 長長 長二 二 長二二畏畏畏畏畏
＇）｝男明 男男女明男女女女女男男

~ょ沙亜
貴和正俊数覚直拳美季.紀 一 清
仁泰裕宏歳子人弘帆子理子徳保

，
J

る
た
え
ミ
載
。
、
P
弓
机
，

r夕
、
守
宅
、
計
一
，
‘
花
、
三

l

・
4
J

‘

ム交通事故巡回相骸

①日時第3月曜日
午前10時～午後3n .~ 

' .. 所黒都市中央公民館

，~ ＠日時第3水曜日
正 午前10時～午倒3時
き 渇所県魚湾総合庁舎内
,1 魚津地方県民相談室 ’j 
、I¥.為；ff;,＇：矧~：ζ設がJ特ト明句、パ；明智治がグ

‘ 

z
p
s
J
 

窪繍殿殿
田水町町

藤沢古細
田井市 一

お
し
あ
わ
せ
に
（結

O
本

町
本

町

O
上

町

西

町

O
栄

町

草

野

O
弁

ノ

口

車

野

O
三

枚

婿

三

枚

織

濠藤篠沢篠魚小水坂坂

お

く

や

み

O
温
泉
町

O
温
泉
町

O
東
三
浦

O
栄

町

O
平
柳
二

O
月

山

O
小

更

O
殿

町

O
殿

町

重一 書井
信男茂 二

長長二二
男男男女婚

回国田崎回住竹島本本

佳 卸j幸美常正昭和

死

亡
）

小

沢

豊

作

（
M
W〉

内
山
祢
太
郎
（
打
）

田

中

大

介

（

O
〉

塚

本

尊
信
（
1
）

秋
田
幸
次
郎
〈
制
）

水

口

文

二

（日）

谷

口

茂

（

特

）

稲
荷
栄
次
郎
（

n）

古
市
つ
よ
（
引
） 佳久子 三鈴雄美正代修

志匡学佑
朗志子

(8) 

①
保
積
料
は
お
得
な

前
納
払
込
み
で
”
“

簡
易
保
険
加
入
者
の
皆
織
に
お
得
な
保

険
制
何
の
払
込
み
方
法
を
お
勧
め
し
ま
す
。

毎
月
の
保
険
制”
を
前
も
っ
て
、
ま
と
め

て
払
い
込
み
い
た
だ
き
ま
す
と
、
次
の
よ

う
な
割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
月
額
保
険
制
材
一
万
円
の
場
合
）

一
払
込
月
数

一

割

引

額

一3
か
月
分
以
上
一

1
千
円
〈
保
険
制
村
の

一

一

1
叩
か
月
分〉

一6
か
月
分
以
上
一
5
千
円
（
保
険
制
の

一

一

1
2か
月
分
〉

一1
年

分

一
1
万
円
（
保
険
制
”
の

一

一

1
か
月
分
）

ζ

の
保
険
料
の
前
納
払
込
み
制
度
は
、

大
変
お
得
に
な
っ
て
お
り
、
愚
近
利
用
者

が
纏
え
て
い
ま
す
。

①
簡
易
保
険
は

グ
ル
ー
プ
で
加
入
を
”
“

簡
易
保
険
は
、
市
町
村
な
ど
に
融
資
し

て
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。と
の
簡
易
保
険
に
は
、
団
依
割
引
制
度

が
あ
る
の
を
ど
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

日
人
以
上
の
団
体
で
納
め
ら
れ
る
と
、

保
険
料
の

7rが
割
り
引
き
に
な
り
ま
す

町
内
会
や
婦
人
会
な
ど
の
行
事
や
会
員

相
互
の
親
睦
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
泊
郵
便
局
（
’
3
H
0

9
1
0）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



寸

昭

和

日

年

度

の

」

一

「

循
環
器
健
康
診
断
か
ら
し
↓

h

男
性
に
も
多
い
貧
血

叩
歳
以
上
で
は

M
人
に
1
人

昭和54. 8 月 10日
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ひ － －

「
貧
血
」
と

は
、
血
液
中
の

赤
血
球
の
数
や

酸
素
を
運
ぶ
血

色
素
が
正
常
よ

り
少
な
い
状
態

つ
ま
り
血
液
が
簿
く
な
っ
た
状
態
を
い
い

ま
す
。
立
ち
く
ら
み
し
た
時
に
、
俗
に
「

貧
血
を
お
こ
し
た
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
と
れ
は
脳
貧
肌
の
こ
と
で
、
と
乙
で

い
う
貧
胤
と
は
異
な
り
ま
す
。

検
査
結
果
は
、
全
体
で
は
泣
・

4r
（

“
人
に

1
人
）
、
性
別
で
は
、
男
性
は
お

・

7
r
（
幻
人
に
1
人
）
、
女
性
は

m
・

8
v
h
（M
人
に
1
人
）
が
貧
肌
で
し
た
。

（
と
の
う
ち
、
貧
山肌
度
の
高
い
「
要
注
意

「
者
は
、
男
性
U
%、
女
性
U
MW）

こ
の
よ
う
に
、
朝
日
町
で
は
、
女
性
ば

か
り
で
な
く
、
男
性
に
も
貧
肌
者
の
多
い

さ…あ報 ー広
昭和32年 8月S目
--. 3 ..便事面認可…．
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血
ー
ー

こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

年
令
階
級
別
に
み
る
と
、
女
性
で
は
そ

れ
ほ
ど
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
男
性
は
年

代
を
迫
っ
て
貧
血
者
が
嶋
加
し
、
特
に
叩

歳
以
上
で
は
急
激
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す

貧
血
は
な
ぜ
こ
わ
い

件
以
川
の
症
状
に
は
、
顔
色
不
良
、
ど
う

き
、
息
切
れ
、
脱
力
感
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
貧
山
川
が
よ
ほ
ど
ひ
ど
く
な
ら
な
い
限

り
そ
う
し
た
自
覚
症
状
も
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

白山
川
が
長
く
続
く
と
、
心
臓
が
次
第
に

弱
る
と
か
、
ま
た
各
臓
認
の
鱗
能
が
低
下

し
、
さ
ら
に
他
の
病
気
に
か
か
っ
た
時
の

1ぇ

{J' ~－. v.h.1~ - n: •,:1 1 ；」 ム 。七 ：t1f1L行、.)',i;lj：「
’ル ・1:1¥'.. Iヘ＂－＇.！ .：九、

10 
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抵
抗
力
が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

付
H
山
肌
は
食
事
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
（
主
と

し
て
鉄
分
の
不
足
〉
に
よ
る
も
の
が
簸
も

多
い
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
身
体
に
何
ら

か
の
病
気
〈
胃

・
十
二
指
腸
慣
傷
、
子
宮

筋
腫
、
が
ん
、
寄
生
虫
、
腎
臓
疾
患
、
内

分
泌
疾
患
な
ど
）
が
あ
る
た
め
に
貧
血
に

な
る
腸
合
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
行
山
川
ぐ
ら

い
と
軽
い
気
持
で
放
っ
て
お
く
乙
と
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
針
山
肌
が
あ
る
場
合

何
が
原
因
な
の
か
診
断
を
受
け
、
適
切
な

治
療
や
食
事
療
法
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す。
貧
血
予
防
の
心
得

白
山
の
予
防
上
、
日
常
生
活
弱
で
注
怠

し
た
い
ζ

と
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に

た
よ
ら
な
い
こ
と
、
偏
食
や
美
容
上
の
節

食
等
を
さ
け
、
毎
食
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
と
る
ζ
と
、
そ
し
て
過
重
労
働
に

な
ら
は
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

（各
窓
庭
に
配
布
し
ま
し
た

「
六
つ
の
基

礎
食
品
」
ス
テ
ッ
カ
ー
、
「
健
康
づ
〈
り

と
食
生
活
」
を
活
用
し
を
し
よ
う
。
）

；すこやかなからだ ~ 
~ ふれあいのコミュ二ティ ~ 

＞＿，＇－＂－＇＂管内保健衛生大会開かるんJ

自
主
的
な
保
健
衛

生
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
、
健
康
で
住

み
よ
い
地
威
づ
く
り

を
め
ざ
す
住
民
の
つ

ど
い
、
第
wm
回
黒
部

保
健
所
管
内
保
健
衛

生
大
会
が
、

7
月
日

日
、
朝
日
町
勤
労
青

少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
朝
日
町
、
入
善

町
、
宇
奈
月
町
、
黒

部
市
の
保
健
衛
生
関

係
者
1
7
0人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
す
乙
や
か
な
か
ら
だ
、
ふ
れ
あ
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

日
ご
ろ
地
践
の
保
健
衛
生
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
同
体
、
個
人
の
表
彰
、
記
念
講
出

が
あ
り
、
足
取
後
に
、
今
後

一一
層
の
地
灰
組

織
活
動
の
縫
進
を
確
認
し
て
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
管
内
保
健
衛
生
大
会
V

一
優
良
保
健
衛
生
活
動
表
彰
者
一

朝
日
町
連
合
青
年
団

（小
川
雄
幸
団
長
〉

間
和
犯
年
以
来
、
町
の
美
化
活
動
を
積

鍾
的
に
推
進
、
朝
日
町
に
お
け
る
郷
土

美
化
辿
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

殿

村

郁

（西
町
）

朝
日
町
食
生
活
改
普
推
進
協
議
会
の
実

践
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
食
生
活
改
善

活
動
に
献
身
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
食
生
活
は
豊
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
欠
食
や
偏
食、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
し
好
食
品
の
と
り

す
ぎ
に
よ
る
食
生
活
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

多
く
、
塩
分
の
と
り
す
ぎ
、
過
食
に
よ
る

肥
り
す
ぎ
な
ど

河川一一待問一

お
い
し
い
滅
塩
食
を
”
い

り
ま
す
。

i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
4

成
人
病
予
防
の
た
め
の
食
事
は
、
長
期

に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
か
ら
、
無
理
な
く
長
続
き
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
食
塩
の

少
な
い
料
理
を
お
い
し
く
調
理
す
る
工
夫

！~~ 
:iOJLI: '10、lリ~o～~！） 2!lJFF 

が
必
要
で
す
。

酢
味
を
上
手
に
使
い
古
品
し
よ
う

柑
縞
類
〈
レ
モ
ン
、
ゆ
ず
な
ど
〉
、
り

ん
ご
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
食
酢
の
酸
味
は

食
欲
を
刺
激
し
ま
す
む

植
物
性
油
、

マ
ー
ガ
リ
ン
を

使
い
玄
し
よ
う

油
い
た
め
、

錫
げ
も
の
、
グ
ラ
タ
ン
な
ど
油
の
斜
理
は

少
な
い
食
績
で
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。
う
ま
み
の
あ
る
材
料
を
使
い
ま
し
ょ
う

き
の
ζ
類
、
海
草
類
、
か
つ
お
ぶ
し
、

玉
ね
ぎ
な
ど
の
う
ま
味
を
刺
周
し
ま
し
ょ

R
J

。
こ
げ
味
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

肉
、
魚
な
ど
は
、
ほ
ど
よ
い
こ
げ
昧
を

つ
け
る
と
香
ば
し
い
臭
い
が
つ
き
、
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

香
り
の
あ
る
野
菜
（
み
つ
葉
、
セ
ロ
リ
l

、
審
問
ね
ぎ
な
ど
）
や
ク
ル
ミ
、
の
り
、
ご

ま
な
ど
の
風
味
を
利
用
す
る
と
う
ま
味
を

繍
え
ま
す
。

そ
し
て
私
遠
の
か
ら
だ
を
支
え
る
三
本

の
位
、

栄
養
、
運
動
、
休
養
の
調
和
を
と

り
楽
し
い
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

(9) 

t
1
Q
d
q
3
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人

病

一

…

…

＼

l
j

僚

の

乳

・
幼
川
ん
の
苑
湾
、
発
達
に
疑
問
の
あ
る
方

一

…

…

’

一

｝

相

付
栄
養
方
法
（
緩
乳
食
等
）
の
指
導
を
望
ま
れ
る
万
…
…

－

F

（

，
 

一

…

…

川

川

児

晴

生
活
態
度
、
し
つ
け
等
に
お
悩
み
の
方

一…
…

凶

～

書

同

日

そ
の
他
健
康
の
ζ
と
で
お
困
り
の
方

・

1

・

－
H

a

e

－－
a
H
u

－
－SE
E－
－

－
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；a
t

’hE
1
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’t
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1
1
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一

…

…

川

川

額

一
〉
肥
満
等
栄
養
の
と
り
方
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
…
…

一……

制

使

相

一
体

る

方

…

…

一
…
…
策

ザ

午

養

一
日

楢

尿
病
等
治
療
食
の
必
要
な
方

一
……

5
れ

栄

一
泊

高

胤
圧
症
食
事
療
涯
に
つ
い
て

一
……

団

付

間

1

「
；1
1
1
1
1
1
1j

－

1

・

一
……

刊

臨

時

畿

）

）

満

一

凶

歳

以

下

の

方

…

…

一
日

豪

／
1
1

相

金

火

……

一……

七

繍

紅

（
高
胤
正
症
等
に
お
け
る
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
…
…

嵐官

一・

日

……

傷

一……

川

．

成

7
お

成

人

病

の

予

防

に

つ

い

て

…

…

負

・

！

’

一……

l

畿

）

満

的

歳

以

上
の

方

…

…

一
山

ロ

一

ワ

伺

回

目

付

……

一・…

l

j

j

（
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

【

】

】

』

，

，

同

H

……

4
・

考

仔

病
気
で
お
困
り
の
万
へ
の
療
餐
相
談

区地A 
ニI:..

，， 
9:30～12:00 
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予

防
＠ 4 者ヨl有5

麻
し
ん
（
は
し
か
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の

予
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接
種
に
つ
い
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らが受・接に接
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人〉（婦
健康体操教室

愛
の
献
血

協
力
者
芳
名

ー

6
月
実
施
分
｜

境
地
区

高
桜
友
泰
、
島
勝
批

宮
盛
岡
地
区

河
内
徳
診
、
大
平
万
寿
美
、

青
島
和
彦
、
扇
作
美
代
子
、
薦
議
登
美

子
、
米
谷
山
美
男

唱

l
Q
J
v
n
u寸

。。
( 32 ) 7 。者

笹
川
地
区

小
林
光
夫

泊

一

区

内
山
聖
奈
、
平
柳
誠

泊
二
区

脇
山
弘
美
、
山
崎
和
人
、
真
岩

好
美
、

戸
川
弘
之

泊
三
区

大
谷
他
司
、
野
島
桂
子
、
大
和

季
子
、
大
和
一
雄
、
時
記
部
透
、
沢
田
真

澄
、
畑
典
子
、
中
島
荘
一
、
片
山
湾
、

柳
下
雅
和
、
竹
中
千
虎
、
河
村
成
子、

平
沢
康
子
、
平
野
清
彦
、
藤
田
恭
子、

石
陣
雄
、
川
久
保
慎
二
、
松
本
秀
明

五
箇
庄
地
区

山
手
喜

一
、
大
島
和
美
、

吉
江
守
照
、
広
間
裕
子
、
永
弁
錆
裕
、

k

吉
江
勝
春
、
清
水
義
則
、
島
茂
範
、
笹
ト
削

原
久
美
子
、
松
田
ひ
ろ
み
、
佐
渡
茂
、

通

広
脈
香

交

南
保
地
区

柳
沢
仁
志

内

山
崎
地
区

水
野
智
明
、
秀
永
武
宣

町

大
家
産
地
区
道
下
行
道
、
金
森
均
、

広

の

川
千
秋
、
吉
田
清
治
、
古
沢
巧
、
前
川

mn

喜

一
郎
、
吉
田
仰

圃
4

（本年累計 25）死5 数件

（
お
名
）


